
外為用語辞典

 

FX取引をする全ての人が使える辞典を目指します

 

 

ＦＸとは?
ＦＸとは、外国為替証拠金取引のこと。少額の証拠金（保証金）を業者に預託し、差益決済による通貨間の売買を行なう取引をい
う。「通貨証拠金取引」、「外国為替保証金取引」などともいう。

日本では1998年（平成10年）に外国為替及び外国貿易法が改正されてダイワフューチャーズ(現ひまわり証券)などが取り扱いを
開始、ブロードバンドの普及も手伝って市場が急速に拡大した。商品先物会社、証券会社のほか、本取引を専業で取り扱う業者もあ
る。取引内容によってはハイリスク・ハイリターンとなるため、外国為替相場に関する十分な知識や経験を要する。

【特徴】
外貨預金・外貨建てMMFなど、他の外貨建て金融商品と比較した場合の特徴を挙げる。

為替レートが同一の時の、売り相場と買い相場（他の外貨商品でいう、電信買相場(TTB)と電信売相場(TTS)）の差が小さい。また
金利差によるスワップポイントも、他の金融商品より有利な場合が多い。
レバレッジをきかせることによって証拠金の何倍もの外貨を取引することができ、レバレッジの倍率を高くするほど為替相場の
変動によるリスクは高まる。取引業者によっては100倍以上の高レバレッジが設定可能である。逆に証拠金と同額の外貨を取引す
る（レバレッジ1倍）という外貨預金に近い比較的低リスクな取引もできる。
レバレッジが100倍ということは、1%の変動(1ドル=100円から1ドル=101円)が100%の変動になるということである。利益なら証
拠金が2倍になるが損失ならこれだけで全てを失う。
商品先物の証拠金取引と同様、損失が一定額を超えると、ロスカットルールによって強制的に反対売買がなされる。またそれより
も損失の小さい段階で追加証拠金の差し入れを請求される（マージンコール）場合もある。
多くの外貨建て商品では、外貨を買ってから一定期間後に売るという取引になるが、外国為替証拠金取引では逆に外貨を売ってか
ら一定期間後に買い戻すことも可能である（いわゆる「売りから入る」取引）。

 

 

 

掲載希望の単語や解説をしてほしい単語がある場合、

お問い合わせフォームからお気軽にご連絡ください。
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